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学校図書館を活用した
「主体的・対話的で深い学び」のある国語科の単元づくり
Making a unit of Japanese language department utilizing school library 
with “in-depth study by subjective and interactive learning”




























れるのが、1990 年代半ばから 2000 年代初めにかけて
採用された教員（右表 38 歳から 46 歳くらい）である
と想定するならば、彼らが初任の頃には、身近なとこ
ろに適切なアドバイスをしてくれる中堅、ベテラン教
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・話し合ったことをもとに、紹介文を仕上げる。
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総合的な学習の時間
・市民図書館に見学に行く。
・前年度の学校図書館司書
がおこなっていた取り組
みを知る。
・代本板より他学年の読書
状況を調査する。
☆総合的な学習のねらい
・本に興味を持つ。
・本を読んでもらうために
どのような工夫がされて
いるか知る。
 
図書室につながるろうかに６年生のおすすめ本
コーナーを並べ、「読書ストリート」にする。
 
 
・おすすめ本のコーナ
ーを作る。
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《本時の学習について》
○本時の目標
　紹介文について話し合うことを通して、より一層本を「読んでみたい」と思わせる紹介文を考える。
《本時の展開》
6.  授業実践を振り返って（若年教員の立場から）
　本単元づくりを通して単元の構成や活動の進め方に
ついて多くの先生方から教えていただいた。例えば、
単元を組む際には、本屋や図書館など、自分が作ろう
としている単元に関する専門家に接することやそのや
り方に触れること、実際に自分の目で見て、自分で
やってみるということが大切だということである。も
し、図書館や本屋に行ったり、実際に紹介カードを作っ
たりしていなければ、子どもたちが何を目指せばよい
のか、どんなゴールを見据えればいいのかがわからな
かっただろう。
　また、単元づくりの過程で教えていただいた「単元
計画は、プランではなくプロジェクトだ」という言葉
が私の胸に強く響いた。単元全体の活動の流れが通る
ように、毎時の授業に意味があるように作ることがで
きたと感じても、それはあくまで予定に過ぎず、実際
にやっていく中で適宜修正を加えることが必要だと本
単元の学習を進める中で強く感じた。これまでの自分
は、単元を作ってしまえば、あとはそれを行っていく
だけであったため、今回修正を加えながら単元を進め
ていくことの大切さを感じた。
　しかし、本単元づくりを通じて、今後自分が克服し
ていかなければならない課題も見えてきた。
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《本時の学習について》
○本時の目標
  紹介文について話し合うことを通して、より一層本を「読んでみたい」と思わせる紹介文を考える。

《本時の展開》
学習活動 教師の支援★と評価☆
１、本時のめあてを確認する。




２、よりよい紹介文を書くためのポイントを確認す
る。


３、違う相手に書いたグループで、紹介文について話
し合う。


４、全体でよりよい紹介文について考える。








５、「読んでみたい」を高められるよう、自分の紹介文
を考え直す。






６、ふりかえりをする。
 





★前時までの学習から、話し合いの視点を確認する。


★話し合いで気づいたことや助言してもらったこと
をメモするよう指導する。


★上の話し合いを受けて気づいたことや助言しても
らったことを中心に話し合う。
 ・問いかけの工夫
 ・内容の工夫
 ・感想の工夫
 ・おすすめする言葉の工夫



★話し合いで考えたことをもとに、自分の紹介文を書
き直すよう指導する。
☆話し合いを通して、「読んでみたい」を高める紹介文
について考えることができている。




★どのようなことを考えて、紹介文を見直したかふり
返る。
☆理由を持って紹介文を考え直すことができている。
6．授業実践を振り返って（若年教員の立場から）
本単元づくりを通して単元の構成や活動の進め方に
ついて多くの先生方から教えていただいた。例えば、
単元を組む際には、本屋や図書館など、自分が作ろう
としている単元に関する専門家に接することやそのや
り方に触れること、実際に自分の目で見て、自分でや
ってみるということが大切だということである。もし、
図書館や本屋に行ったり、実際に紹介カードを作った
りしていなければ、子どもたちが何を目指せばよいの
か、どんなゴールを見据えればいいのかがわからなか
っただろう。
また、単元づくりの過程で教えていただいた「単元
計画は、プランではなくプロジェクトだ」という言葉
が私の胸に強く響いた。単元全体の活動の流れが通る
ように、毎時の授業に意味があるように作ることがで
きたと感じても、それはあくまで予定に過ぎず、実際
にやっていく中で適宜修正を加えることが必要だと本
単元の学習を進める中で強く感じた。これまでの自分
は、単元を作ってしまえば、あとはそれを行っていく
だけであったため、今回修正を加えながら単元を進め
もっと本が読みたくなる紹介文を考えよう。
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一つ目は、様々な授業を知ることである。色々な先生
方の授業を見させていただいたり、授業について他の
先生方に相談したりすることで、様々な授業のアイ
ディアや方法を学んでいく必要があると感じた。
　二つ目は、もっと単元全体を見据えながら授業を作
ることである。この点については、今回の単元づくり
においても、何度も教えていただいた。単元全体の見
通しを持って、毎時間毎時間を考えていくということ
が、私はまだまだできていない。
　三つ目は子どもの視点に立って単元を考えることで
ある。この点も今回かなり意識したつもりではあった
が、子どもたちの意欲・関心の高い学習活動であった
こととは別に、子どもたちの知識としての定着不足に
ついての指摘や思考の促し方や可視化等についての指
導をいただいた。
　もちろん他にも課題はたくさんあるが、今回の研究
で見えてきた、この三点の課題について考えながら単
元を作っていくことで、今後よりよい単元づくりをし
ていければと考える。最後に本研究に際し、たくさん
の助言をいただいた須佐准教授、米田教諭、玉置主任、
ならびに四箇郷小学校の先生方に深く感謝の意を伝え
たい。（小原）
7．「学校改善マネジメント」の立場から
　平成 28 年度からの四箇郷小学校における国語科は、
学校図書館司書の尽力や和歌山大学地域連携推進事業
の支援により一気に活性化し、学校図書館を活用した
単元づくりの傾向が強くなった。しかし、平成 29 年
度における学校図書館司書の勤務形態は中学校区での
兼務（四箇郷小学校へは週２日）、平成 30 年度は和歌
山市内の小学校への転任となった。６年生担任２人も
そのことを子どもの図書離れの危機と感じ、この３年
間学校図書館司書の存在を肌で感じていた６年生も、
「四箇郷の学校図書館をどう維持するか」という取り
組みに自然と入っていくことができていたように感じ
る。
　私自身、今年度は和歌山大学教職大学院に在籍し、
これまでとは違い、一歩離れたところから学校や各学
年の業務や教材研究に関わることができた。また、在
学することで、これまで３年に渡り本校の国語科教材
研究に指導や助言を頂いていた須佐准教授との連携が
よりスムーズに、より密なものになった。そのメリッ
トを活かし、須佐准教授からのヒントを各学年と共に
考えたり悩んだりする機会をいただくことができた。
６月の小原実践は、自身もそうであったように、採用
３年目の教員が単元を構成することがこれほど根気の
要るものであり、苦心するものであると言うことを感
じさせられた。小原教諭の授業に対する思いは強く、
「これまでの四箇郷小学校の取り組みの流れに沿うも
のにしたい」ということが感じられたが、いくつかの
壁があったように感じる。一つは教材解釈の壁である。
よく見る文学教材や説明的文章教材ではなく、これま
での自分の読書経験をふり返る単元「本は友達」を選
択したことで、本校における先行的な事例も見られず、
教科書教材を理解し、それを学校の取組とどう結びつ
ければ良いのかという点に大きな悩みや難しさがあっ
た。また、小原教諭は当初から子ども達に書く力をつ
けさせたいという思いも持っていた。そのため、「教
材の魅力・学校の取組・つけたい力」これら３つの狭
間で揺れ、方向性を定めることができない姿があった。
二つ目は学年主任の期待という壁である。学年主任玉
置教諭（研究主任）には、「この機会に小原教諭が独
自で単元計画を立てられる力をつけてほしい」との思
いが感じられた。須佐准教授と共に教材づくりをすれ
ば確実に力がつくという自身の経験からくる確信が
あったからである。できる限りの単元構成を小原教諭
に考えさせることで自分のものにしてほしいという思
いがあった。小原教諭は、期待に応えなければという
思いと、うまく進まない焦りがあり、玉置教諭のその
思いがプレッシャーになってしまう時期も見られた。
　一方で玉置教諭には、どこまでアドバイスをするべ
きかという迷いがあった。できる限り小原教諭にやら
せてみたいという思いから、「自分だったらこうする。
こうしたい。」というものは持ちつつも、小原教諭の
教材解釈や単元構成に寄り添いながら適宜指導や支援
を行なっていた。なかなかうまくまとまらない様子を
察し、具体的な提案やアドバイスをすべきか悩んでい
た様子もあったが、須佐准教授からの助言を活かして、
ある程度単元構成がまとまってきた時期からは、玉置
教諭も積極的に単元構成の補正を行いやすくなった。
学年主任の一方的なものではなく、小原教諭の思いを
尊重しながらより良い選択を共に考えていくという学
年での話し合いの様子がうかがえた。
　比較的若い教員同士が共に単元を作っていくという
ことは、これまでの「ベテラン主任と若手教員」とい
う学年構成の時に見られたようなベテラン主任の経験
によるアドバイスというものが得にくいということが
ある。しかし若手教員が増加する現在の状況において
は、国語科だけでなくどの教科においても、自分たち
でより良いものを作っていかなければならない場面が
少なからずあることは確かである。そんな時にどう打
開していくかということは現在の学校現場全体で乗り
越えていかなければならない課題である。この単元を
実践するにあたり、４月から須佐准教授との単元につ
いての相談が行われた。小原教諭と玉置教諭は何度も
和歌山大学へ足を運び須佐准教授の助言を受けた。時
には四箇郷小学校へ来て頂き、何度も回を重ねるたび
に一つの単元を形にしていくことができた。この二人
三脚で作っていった単元の中で、小原教諭、玉置教諭、
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そして自分自身と三者三様の学びがあった。四箇郷小
学校としても、「単元づくりは難しいものである。だ
からこそやりがいがある。」というような風潮になっ
てきていることも確かである。この、「単元を複数人
で構成し吟味していく、分からないことがあればすぐ
に相談ができる」というような、「学級から学年へ、
学年から学校へ、学校から校外へ」という組織として
の実践を今後も続けていきたい。（米田）
8.  四箇郷小学校における授業づくりの成果と今後の
展望について
　和歌山市には、現在義務教育学校を含め 51 の小学
校がある。そのうち 22 校が教科や領域ごとに教育委
員会の研究指定を受け、公開研究授業研修会を行って
いる。四箇郷小学校は、そういった研究指定を受けて
いるわけではないが、国語科の授業研究を現職教育の
中心に据え、数年前からは全員が校内で研究授業を実
施し、互いの授業実践を積極的に公開して学び合うよ
うな職員集団になっている。そんな中で米田教諭によ
る「すがたをかえる大豆」や「平和のとりでを築く」
を扱った複合単元実践も行われてきた。米田教諭によ
るそれらの授業実践では、いずれも児童が主体的に学
習へと向かうための工夫がみられ、児童が生き生きと
活動する姿を見ることができた。そんな授業実践に触
れてきたことによって、同校の実践経験の浅い先生方
を中心に「自分もあんな授業をしてみたい。」という
思いが芽生えていることを感じていた。そんな中で、
今年度、小原教諭が初めて自分で単元づくりの最初か
ら挑戦するということになり、私も関わらせていただ
くことになった。小原先生にとっては、大変負荷のか
かる挑戦になったかもしれないが、小原先生は今回の
授業実践を通して見えてきた自分自身の課題として、
一、様々な授業のアイディアや方法を学んでいく必要
があること
二、単元全体を見据えながら授業を作ること
三、子どもの視点に立って単元を考えること
の３つを挙げており、小原先生にとって実りの多い実
践になったことがうかがえる。
　一方で、その挑戦を支える私たちサポートスタッフ
の在り方についても課題がはっきりしたといえる。今
回、学年主任として小原教諭を支え、励まし、自らも
その姿に学ぼうとしていた玉置教諭は、これまで米田
教諭の単元づくりに接しながら、自身が学んできたこ
とを小原教諭に体感させることで、成長を促し、学ば
せようとしていることが印象的であった。しかしなが
ら、玉置教諭が述懐しているように、サポートの在り
方が適切であったかは考えなければならない。例え
ば、米田教諭の単元づくりの場合、私が質問に答える
と米田教諭はそれを一旦自分自身の中に取り込み、さ
らにそこに自分なりの考えを練りこみ、自身のものと
して納得、消化した上で、児童におろすことが出来て
いた。玉置教諭が単元づくりに挑戦した時も米田教諭
の実践から学んだことを自分なりに整理し、ある程度
の単元構想を持って質問し、思考を重ねて実践するこ
とができていた。しかし、今回単元づくりに挑戦した
小原教諭の場合、昨年、一昨年と米田教諭や玉置教諭
が単元づくりに取り組んだ時とはあきらかにキャリア
が違う。よって、当然、必要なサポートも違ってくる。
　小原教諭が奮闘しつつも、うまく単元の構想を描け
ないで悩んでいる様子を見ながら、精神的な重圧に耐
えられるだろうかと心配もした。結局、小原教諭は、
自身の強い意志により、難局を乗り越えて単元を構想
し、実践することができた。しかし、一方で、私も含
め、サポートメンバーはもう少し適切な支援をするべ
きだったと反省している。
　私はこの 3 年間、教職大学院で初任者の指導にも関
わらせていただいてきた。小・中学校合わせて 30 人
の初任者と関わってきたが、中でも毎週参観してき
た 6 名の初任者の様子から学ばせてもらったことは多
い。6 名の初任者はいずれも前向きに指導を受け止め、
努力しようとする教員であった。しかし、その学び方
や伸び方は様々であり、年齢やキャリアによるところ
だけでなく、個によって、多種多様なのである。
　四箇郷小学校に限らず、小学校現場には小原教諭世
代の教員が複数名在籍している。「若い先生にはこん
な方法で・・・」では、きっとうまくいかず、「二度
とこんなしんどいことはしたくない。」という事態を
招きかねない。そうなってしまっては、元の木阿弥で
ある。個に応じた支援が、授業づくりの場面において
も必要なのである。
　今回の単元づくりの営みに学び、学校現場で新たな
授業実践に挑戦しようとする若い先生方の授業実践力
の向上に寄与することができるように、「個に寄り添
う授業づくり支援の在り方」を考えていきたいと思う。
（須佐）
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